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Ⅰ．支援内容の立案等 

Ⅰ－１支援計画の立案 

本事業の特徴である、平成 22 年 3 月に網走市（以下「市」という）が有識者委員会を通

じて策定した「網走市大曲湖畔園地整備実施計画」（以下「園地整備計画」）を踏まえ、本

業務の円滑かつ効率的な支援を行うべく、本業務実施にあたって明確にしたい事項や市が

重視される検討項目等の重要なポイントを整理し、以下の通り支援計画を作成した。 

 

なお、上記検討項目の着手順としては、前述の通り、既存の計画の事業性の検証を優先

する必要があることから、以下の手順によることとし、特にＰＦＩ特有の検討項目につい

ては、初期の段階ではＰＦＩノウハウの習熟を中心に実施することとする。 

① →⑤3)1 及び 2項目目→③→②→⑤1)→⑤2)→⑤3)3 項目目→④→⑤３）4項目目→⑥～ 

 また、各回打ち合わせの具体的な実施内容については、以下の通りとし、消化が不十分

な点については適宜追加補完することとしたい。また、ヒアリング結果等については適宜

フィードバックを行う。 

 

Ⅰ－２前提条件の整理 

Ⅰ－２－１ これまでの事業経緯 

 事業対象となる大曲湖畔園地は、網走刑務所の農場跡地であり、網走湖と網走川に囲ま

れ、天然樹林帯や川が織りなす四季の風景や天都山から眺望する田園風景は市民、観光客

から高い評価を受けている。 

網走市においては、本園地の整備・利用方策について、以下の経緯で平成 17 年度に法務

省から取得して以来、数度にわたる計画策定を行ってきている。計画の都度利用方法は具

体化してきているが、実際的な事業収支を想定した運営可能性まで含めた検討が行われて

いない現状にある。 

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下
① 支援内容の立案等

1 ) 支援計画の立案
2 ) 前提条件の整理

② 要求水準に定める基本的事項の整理
③ 事業性の整理
④ ＶＦＭ（案）の整理
⑤ 検討項目の整理

1 ) リスク分担（案）の整理
2 ) 概算事業費の整理
3 ) その他支援を希望する事項の整理

既存の、または新たな人的資源を活用したﾄｰﾀﾙﾏﾈ
ｼﾞﾒﾝﾄの具体的手法
持続可能な運営を見据えた民間事業者の発掘とそ
の手法
小規模案件における、地域振興に資する民間事業
者の参入促進とその手法
より良い民間提案を引き出す方策に重点を置いた
募集手法

4 ) 年次計画の整理
⑥ PFI手法を活用した事業実施方法の整理
⑦ PFI手法の活用に関する課題等整理
⑧ 報告書の作成

内閣府様との打合せ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
網走市様との打合せ ○ （○） ○ （○） ○ （○） ○ （○） ○ （○） ○

1 2
支援・業務項目

8 9 10 11 12

相互にフィードバック
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Ⅰ－２－２ 網走市における本施設整備の位置づけ 

（１）総合計画における位置づけ 

網走市においては、平成 20 年 3 月に策定された「網走市総合計画」（計画期間： 2008

～2017 年）で計画策定の視点として、①みんなでつくる総合計画、②わかりやすい総合計

画の２点を掲げている。これまでの本園地の計画にみられるように、事業の運営において、

NPO や市民参加を重視しており、今次計画でも市民、ボランティアが重要な役割を果たし

ている。 

 

（２）観光振興計画における位置づけ 

①網走市の観光の現状 

観光入込客数、延べ宿泊客数は平成 17 年度以降、低下傾向にある。最近では平成 23 年

度の震災時にボトムを付け、24～25 年度は増加基調にあり、25 年度の入込客、道外客は平

成 20 年度並みまで戻っている。 

②観光振興計画の骨子 

平成 25 年度に市が策定した「網走市観光振興計画」では、前回計画（平成 17 年度策定）

以降の環境変化を踏まえ、農林水産業、製造業など地域の関連産業との関連性を重視する

とともに、市（官）、民間、大学、異業種の連携による推進を重視している。特に、網走に

存在する様々な他では見られない質の高い（おいしい）資源が点在していることに着目し、

豊富な観光資源を面として捉え、連携を強めることによる魅力アップを図る「網走観光ネ

ックレス化」の推進を基本方針のひとつとして掲げている。 

 

（３）これまでの大曲湖畔園地の整備についての位置づけ 

①現在の園地整備計画（平成 21 年度策定）における位置づけ 

Ⅰ－２－１でみたように、平成 17 年度の土地取得以降、２年間に農場の整備と農場利用

計画の策定が実施され、平成 21 年度には「網走市大曲湖畔園地整備実施計画」が策定され、

現状の具体的な開発案が示されている。 

②現在の園地の利用状況 

園地整備計画の策定後、市では、園地での各種事業を暫定的に進めているが、平成 22 年

度以降においては、各ゾーン別に以下のような事業を推進している（抜粋）。これらは、園

地整備計画で明示されている事業であり、年々段階的に新規事業が進められている。平成

25 年度からは農地・ガーデンゾーンにおいて初の大規模イベントを実施している。 

ゾーン区分 事業内容 

樹林 アドプトプログラムとして実施 

・市民植樹（毎年 1,000 本） 

・ロータリークラブ等地元団体による植樹（毎年約 300～700 本） 

湿地ゾーン 特に事業を行っていない 
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農地・ガーデン ・緑肥（毎年 15～20ha） 

・宿根草栽培（毎年 800～1300 本） 

・小果樹（マタタビ、コクワ、ハスカップ）栽培 

・循環作物（亜麻、ソバ）栽培 

・収穫体験農場の運営（アスパラ、ジャガイモ、カボチャ、トウモロコ

シ、ニンジンを栽培し、収穫体験プログラムを実施） 

⇒一般個人、修学旅行（3校、市内保育園）、旅行代理店ツアー実施 

・観光農園整備（64 ㎡×20 区画）（現在 2区間利用） 

・イチゴ苗、ニンニクの試験栽培 

・アドプトプログラム実施（フラワーマスター連絡協議会、個人主体）

・大規模イベント開催（平成 25 年度～「うみと大地の収穫祭」（約 6,000

名参加） 

建物・施設 

（総括管理含む） 

・管理人（3名）を配置、園地全体の管理を実施（平成 21 年度から 1名

増員） 

・鹿侵入防止柵の整備（平成 22 年度） 

・園地入口道路改修、給水管・下水道の整備（平成 22～23 年度） 

・収穫体験用ビニールハウス設置（平成 24 年度～） 

・簡易水洗トイレ設置（平成 24 年度） 

・キカラシライトアップ事業（平成 24 年度：市民等約 400 人参加） 

・ふれあい動物園開園（平成 24 年度～）24 年度約 400 人参加 

・ひまわりライトアップ事業（平成 25 年度～）5日間で 3,500 人来訪 

回遊路 

（フットパス） 

NPO 等によるアドプトプログラムとして実施 

・フットパス案内看板設置（平成 22 年度） 

・樹木説明看板設置（平成 24 年度） 

・コース整備・簡易橋整備（平成 25 年度） 

その他 大曲湖畔園地利用協議会内にワーキンググループ設置（平成 23 年度） 

③平成 26 年度事業 

平成 27 年度以降に予定されている「オホーツク網走マラソン大会」の会場として利用す

ることを念頭に置き、前年事業を引き継いでいるほか、小果樹移植、イベントスペース維

持管理等の事業を新規に進めた。 

④平成 27 年度以降の計画 

「オホーツク網走マラソン大会」のゴール・メイン会場として活用するほか、現在１～

３月上旬に網走湖畔で実施している「あったか網走」（年間入込客数 16,000～20,000 人程

度）の開催場所の候補として検討している。 
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１－２－３ 施設整備に関する条件 

本事業の施設整備に関しては、「網走市大曲湖畔園地整備実施計画」(平成 22 年 3 月)によ

り整理されている状況にあるため、当該計画を踏まえた施設の導入機能につき、計画に掲

げられている下記の７つのゾーン別に整理を行った。 

図表１－1 大曲湖畔園地の位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料）網走市「網走市大曲湖畔園地整備実施計画」平成 22 年 3 月 

 

（１） 樹林ゾーン（40ha） 

樹林帯の保全復元を図る。河畔林の植生状況、野生生物の観察、触れ合いができるような

工夫をこらして、既存のサイクリングロードの連携を考慮し、敷地内を回遊できる回遊路

（フットパス）の整備を行う。 

（２） 農地ゾーン（約 18ha） 

農地ゾーンは農作物を中心としてエリアを形成することを基本とし、景観作物となるよ

うな環境づくりを行うとともに、収穫体験や農業体験など、旬の素材を体感できるエリア

として位置づける。網走としての地域に相応しく、加工してクラフトなどの展開ができる

作物のエリアを形成する。 

（３）ガーデンゾーン（約３ha） 

既に仮植栽している宿根草と、網走の気候に適した宿根草による庭づくりを行い、オホ 

ーツクの自然になじんだ北国の風景を創出する。 

ガーデンゾーンは、園地の持続的・安定的運営のため、有料とする前提で必要な措置を

講じる。これにより、過剰利用の抑制、質的向上を維持していくことが期待される。 

（４）湿地ゾーン（約 12ha） 

計画地の北側の網走川沿いにはヨシ群落による湿地が形成され、カモ類やアオサギ など
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多くの水鳥や野鳥が生息する貴重な自然環境になっている。また、大曲湖畔園地の北側の

地区約 12ha の水田跡地には、広大なヨシ原が再生しており、この園地内の特異な景観を

形成している。こうした環境を踏まえ、湿地ゾーンでは、ヨシ原の環境を保全するととも

に、水質浄化機能を活用するシステムを構築する。 

（５）施設ゾーン（約２ha） 

施設ゾーンは、エリア内を盛土し、冠水などの自然災害に対処した安全性のある場所と

して位置づける。観光客・利用者へのサービス施設として、滞在・活動時の拠点とし、出

入りが円滑に行われる動線配置に相応しいポジションを設定する。 

①施設の位置・配置 

建物の位置及び配置は下記図表１－2および図表１－3のとおり。 

図表１－2 複合施設の機能別規模 

 

（資料）網走市「網走市大曲湖畔園地整備実施計画」平成 22 年 3 月 

②施設群イメージ 

有料ゾーンと連動した建物群は園地全体のランドスケープとしてシンプルなたたずまい

の平屋造りとし、レストラン・物販など、有料ガーデンからの利用も考慮した動線計画を

行った上で、施設を配置する。農機具の収納、バックヤードの充実を図る。 

図表１－3 複合施設を構成する施設 

 

（資料）網走市「網走市大曲湖畔園地整備実施計画」平成 22 年 3 月 
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（６）小動物ゾーン（約２ha） 

小動物の飼育エリア（ふれあい小動物園）を設ける。 

（７）ビオガーデンゾーン（約３ha） 

ビオトープ空間として、池や水路を掘削し、親しみある水辺環境を創出する。 

（８）その他の施設 駐車場、道路 

 

Ⅰ－２－６ 維持管理・運営に関する条件 

（１）維持管理・運営の基本的考え方  

①通年運営を可能とする四季を通じた魅力を発信  

②市民及び農業生産法人等によるコミュニティビジネスの形成  

 

（２）維持管理・運営方針  

①市民・民間団体・企業参加による運営 

大曲湖畔園地に求められる活動及び運営の強化と充実を図るため、市民が積極的に参

加し、市民による、市民の憩いの場として運営を行うとともに、アドプト・プログラム実

施団体の誘致・育成、観光関係団体やＮＰＯ法人などによる協力・連携体制を整えていく。 

施設管理の主体は、観光協会やＮＰＯ法人、協同組合、市民団体、一般市民などが参

加した農業生産法人等が受け持ち、主に建物管理、農地・ガーデンの管理及び施設全体の

情報拠点としての運営を行う。また、管理主体は、園地管理全般にわたる専門知識を有し、

園地全体の安全と維持に配慮した運営を行うことが求められる。 

②体験メニュー・学習プログラムの指導、来訪者への情報提供 

市民や観光客を対象とした体験メニューの実施や森林保育活動など取組みについては、

個別事業として活動する団体を募集し、アドプト・プログラムなどを活用して実施してい

く仕組みをつくる必要がある。  

園地来訪者の対応や園地の情報提供、活動団体等のサポートは、市民ボランティアや

シルバーなどの人材を積極的に活用し、市民が自らの手で技術や情報を市民へ伝承し、情

報として伝達していける仕組みを構築していくことが必要である。 

③使用料・入場料の徴収 

レストランやショップ、クラフトスクール（工房）などは、個別事業として一般市民

団体や地域の芸術家、生産者などによる体験教室の開催場所として活用し、施設に家賃と

して「使用料」を計上する仕組みをとる。また、ガーデンゾーンについては、入場料の有

料化を図る。  

 

（３）ゾーン別の維持管理・運営業務 

上記基本的考え方および、維持管理運営方針に基づき維持管理・運営業務を整理した。 
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Ⅰ－２－７ 法制度の整理 

・PFI 法による民間提案制度 

本事業は、園地整備計画の中に記載された事業をＰＦＩとして検討する一方、当該計画

については、必ずしも確定したものではない状況にあり、本件等に併せ、本件用地の他の

潜在的能力の検証も期待されるところである。そこで、ＰＦＩ法の民間提案制度との関係

を検討する 

平成 23 年のＰＦＩ法改正により、民間事業者による提案制度が創設された（ＰＦＩ法 6

条。改正当時 5 条の 2）。改正前のＰＦＩ法でも、実務上民間事業者が提案をおこなうこと

は可能であったが、改正後は、公共施設等の管理者等が提案を受けた場合、公共側が検討・

回答義務を負うこととされるなど、手続面から事業者提案の促進を図る施策が盛り込まれ

ており、民間事業者の発意による事業の増加が期待されている。 

ＰＦＩ法の提案制度の提案主体は、ＰＦＩ事業を実施しようとする民間事業者であり、

提案の際は、実施しようとするＰＦＩ事業の案とともに、事業の効率性に関する評価の結

果を示す書類、その他内閣府令で定める書類を添付する。公共側は、提案について検討を

加え、検討結果がまとまった際には、遅滞なく提案者に通知しなければならない。 

本件では、ＰＦＩ法に基づく民間提案制度につき、現行制度の概要を紹介するとともに、

事業者アンケートにおいて、本事業内容以外の提案も民間提案制度に基づき可能である旨

の設問を設け、広く民間提案の可能性を探ることとした。 

 

Ⅱ．要求水準に定める基本的事項の整理                               

（１）実施方針に関する事項 

 ＰＦＩ手法により事業を実施する場合には、 「民間資金等の活用による公共施設等の整

備等の促進に関する法律」(平成 11 年法律第 117 号。以下、「ＰＦＩ法」)第 5 条に定めら

れる「実施方針」を策定することとなっている。 

５条（実施方針） 

２  実施方針は、特定事業について、次に掲げる事項を具体的に定めるものとする。  

一  特定事業の選定に関する事項  

二  民間事業者の募集及び選定に関する事項  

三  民間事業者の責任の明確化等事業の適正かつ確実な実施の確保に関する事項  

四  公共施設等の立地並びに規模及び配置に関する事項  

五  事業契約（選定事業（公共施設等運営事業を除く。）を実施するため公共施設等の管

理者等及び選定事業者が締結する契約をいう。以下同じ。）の解釈について疑義が生じた場

合における措置に関する事項  

六  事業の継続が困難となった場合における措置に関する事項  

七  法制上及び税制上の措置並びに財政上及び金融上の支援に関する事項  

当該実施方針には以下の役割があり、事業者の選定にかかるプロセスが円滑に機能する
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よう、公共としての意向を明確に示すことが重要である。 

・当該事業情報の対外的な周知 

・民間事業者に対する準備期間の提供等 

なお、本事業における実施方針の策定に際しては、①既存計画の取り扱いおよび、②事

業スキーム・リスク分担等に関する市の考え方の明確化があげられる。 

 

（２）要求水準書における総則 

① 要求水準書の目的 

 要求水準書は契約書類の一部を構成するものであり、ＰＦＩ事業において市が民間事業

者に要求する最低限満たさなければならないサービスの水準の要件を示すものである。 

② 要求水準書に関する留意点 

本事業は、市民参加による地域のコミュニティビジネス形成の促進と、観光客にとっ

て魅力的なサービスの提供について民間事業者のノウハウの発揮が期待される事業であ

る。民間事業者から効果的・効率的な提案を引き出すためには、政策目的や求める成果を

明確化した上で、個別・具体の要求水準とあわせて公表することが望ましい。 

（３）モニタリング計画 

本事業のモニタリング計画の策定に際しての留意点として①客観的な評価が可能なシス

テムの構築、②SPC 内で自己改善できるシステムの構築、③多様な視点を取り込んだモニタ

リング、④事業継続性に留意したモニタリング、の四点を示した。 

 

Ⅲ．事業性の整理                                         

（１）事業範囲の設定 

①事業範囲の設定 

１）施設整備の事業範囲 

本園地の整備、維持管理・運営は７つのゾーン別に計画されている。このため、事業

範囲については 7ゾーン全体の総括・管理を初め、ゾーン別に検討を行ったが、上記の制

度面～実現面について、園地全体の総括・管理以外の業務以外については、すでにアドプ

ト・プログラムの活用などを通じて市民、NPO、民間団体等が事業参加していることから、

民間活力導入が可能と考えられる。 

 

２）維持管理・運営についてのゾーン別事業範囲 

ゾーン別の維持管理・運営に関する市と民間との役割分担の例として、以下のような方

向が想定される。 
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図表３－１ ゾーン別業務別の官民の役割分担の考え方 

区分 業務名 役割分担の考え方 役割分担 

市 民間

統括 

園地全体の運営方針・経営計画の策

定（総括業務） 

全体の運営方針・経営計画

は市が決定 
○  

園地全体の通年運営計画の策定 市と民間が協議して実施 ○ ○ 

施設の条例（設置・管理、利用時間、

利用料等）の制定・改正 

条例にかかる制定・改正は

市が実施 
○  

園地全体のゾーニング 市民、関係団体との連携を

図りつつ、市が策定 

○ ○ 

洪水等災害対策計画の策定 河川の整備とも関わるた

めに市が策定 

○  

関係者間の調整 市と民間が連携して実施 ○ ○ 

園地全体の清掃・警備 民間が実施  ○ 

人事・労務管理 市・民間が各自の部分を実

施 

○ ○ 

庶務 ○ ○ 

財務会計 ○ ○ 

園地全体で実施するイベントの運

営（夏季イベント、冬季のあったか

網走） 

全体の方針策定は民間と

の協議の上で市が実施、個

別イベントは民間が実施 

○ ○ 

冬季における体験観光の企画・運営

（スノーモービル、スノーシュー

等） 

民間が実施（機器の一部は

市が賃貸） 

 ○ 

園地全体の除排雪計画策定と実施 市が策定、民間が実施 ○ ○ 

 

樹林 

ゾーン 

アドプト・プログラムによる森林整

備、継続的な植樹事業や下草刈りな

どの基礎作業 

民間が実施  ○ 

間伐、枝打ち、下草刈り等森林の保

全・復元 

方針は市が策定、民間が保

全・復元等を実施 

○ ○ 

森林体験プログラムを通じた森林

教育プログラム 

民間が実施  ○ 

回遊路の維持管理・運営 民間が実施  ○ 
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農地 

ゾーン 

農作物栽培に係る各種事業（施肥、

病害虫処理、除草等）・収穫 

技術指導などは市などが

関与するが民間が実施 

○ ○ 

景観作物（緑肥植物）の栽培 民間が実施  ○ 

小果樹の栽培・収穫 民間が実施  ○ 

収穫物の管理・販売 民間が実施  ○ 

観光農園による農業体験指導 民間が実施  ○ 

体験農場の維持管理・運営 民間が実施  ○ 

カントリーヘッジの維持管理 民間が実施  ○ 

ガーデ

ンゾー

ン 

植栽計画 市と民間が協議の上、策定 ○ ○ 

植物の維持管理 民間が実施  ○ 

ガーデニングの体験指導 民間が実施  ○ 

生薬園の維持管理 民間が実施 ○  

生薬を活用した体験プログラムの

指導 

民間が実施  ○ 

入場料の規程策定、入場料の収受 入場料の水準・規程等は市

が策定、ゲート等での料金

の収受は民間が実施 

○ ○ 

湿地ゾ

ーン 

ヨシ原の環境保全計画の策定と実

施と水質浄化システムの維持管理 

基本計画、方針は市が策

定、事業は民間が実施 
○ ○ 

動植物の生育環境の保全 民間が実施  ○ 

自然学習プログラムの策定と指導 民間が実施  ○ 

施設ゾ

ーン 

施設全体の維持・管理（清掃・警備・

エネルギー管理等） 

管理方針については、市が

策定、事業は民間が実施 

 ○ 

レストラン・ショップの運営 民間が実施  ○ 

湿地ゾーンの葦、農地・ガーデンゾ

ーン等の収穫物、花卉、小果樹、畜

産資源等の加工体験の指導 

民間が実施  ○ 

交流イベントの計画・運営 園地外の事業との関連が

深いことから、市と協議の

上で、民間が実施 

○ ○ 

園地、市、周辺地域の観光情報の発

信 

観光パンフレット等は市

が作成、その他の情報発

信・案内業務は民間が実施 

○ ○ 

修繕計画の策定・修繕の実施 市が計画を策定、事業は民

間が実施 
○ ○ 
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小動物

ゾーン 

動物の調達・飼育 大学等との連携の下、民間

が実施 

 ○ 

観光客とのふれあい体験プログラ

ムの策定と指導 

民間が実施  ○ 

飼育施設の維持管理・運営 民間が実施  ○ 

ビオガ

ーデン

ゾーン 

ビオトープ（水路・池）の維持管理 民間が実施  ○ 

植栽(湿原原生花園)の維持管理 民間が実施  ○ 

自然学習の指導 民間が実施  ○ 

その他 駐車場の維持管理 民間が実施  ○ 

アプローチ道路、園内道路の維持管

理 

民間が実施  ○ 

 

（２）維持管理・運営期間の設定 

維持管理・運営期間については、一般の指定管理者同様 3～5年程度とする、または、長

期とするかの二つの選択肢が考えられる。本件では、メリット・デメリット、市の意見お

よび、事業者の意見を踏まえ、本件の以下の通り維持管理・運営期間を設定した。 

整備期間については、技術的に十分対応可能と思われることから、1年とし、運営期間に

ついては、①市の既存の同種事業は概ね 20 年の起債による起債調達により行われてきてお

り、当該期間での初期投資の回収を見込む形としていることから、20 年以下の期間設定で

は他の事業対比で年間の初期投資に対する負担額が重くなりすぎてしまうこと、および、

②本施設は大部分が樹林や農地等自然を生かした整備を前提としており、建造物は数棟の

小規模な平屋づくりの建物程度であり、特に複雑な更新投資を必要とするものを考慮して

いない点等に鑑み、20 年と設定する。 

 

（３）事業性の整理 

①事業性指標の設定 

本事業がＰＦＩ事業として成立するためには、次の２つの条件が必要となる。 

１）ＶＦＭが達成されること。 

２）民間事業として成立すること。 具体的には、次の３つの条件を満たすことが必要。 

ア．PIRR≧平均調達コストであること 

イ．DSCR≧1.0（事業期間中各年度の値として少なくとも 1.0 以上）であること 

ウ．EIRR が出資者（スポンサー）の投資判断基準を上回っていること 

②事業性の検証 

事業をＰＦＩで実施するにあたっては、事業自体の事業性に加え、事業類型および事業方

式を決定する必要がある。本件において、適切な事業類型および事業方式についての検証

を実施した。 


